
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 同乗者負傷 

発生日時 令和８年１月８日 １２時４５分頃 

発生場所 和歌山県和歌山市紀の川河口 

 和歌山青岸
あおきし

北防波堤灯台から真方位２７４°３５０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１３.０′ 東経１３５°０７.４′） 

事故の概要  プレジャーボートきしゅう丸が航行中、同乗者が船体動揺によって

負傷した。 

事故調査の経過 令和８年１月１３日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート きしゅう丸、４.２トン 

 ２４１－１９１０４和歌山、個人所有 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特定（限定なし） 

同乗者Ａ１ 

 負傷者 重傷 １人（同乗者Ａ１） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ４、視界 良好 

海象：波向 北西、波高 約１.０ｍ（船長の観測） 

 和歌山市には、１月８日０４時０２分に強風注意報（平均風速 海

上１５m/s以上）が発表され、本事故当時も継続中であった。 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者Ａ１及び同乗者Ａ１の家族

（以下「同乗者Ａ２」という。）ほか同乗者５人を乗せ、釣りの目的

で、和歌山市沖ノ島東方沖に向けて、同市の船だまりを出航した。

（図１参照） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長、同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２は、ふだんそれぞれ遊漁船業を営ん

でおり、一般に向かい波の中では船体後方よりも船体前方の方が上下

に大きく揺れることを知っていた。 

 同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２は当時の海象中で前部甲板がどの程度動揺

するのか体感しようと思い、同乗者Ａ１が前部甲板左舷側で船尾方を

向いて座り、同乗者Ａ２が同乗者Ａ１の左隣で船尾方を向いて座ってい

た。（図１、写真２参照） 

 

 

 

 

 

                    その他の同乗者 

図１ 乗船者の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２の位置（再現） 

 

 船長は、紀の川河口において、本船を約１０ノット（kn）の速力
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（対地速力、以下同じ。）で北西進させていたところ、船首方約２０

～３０ｍに波高約１.０ｍの北西方からの波が立っているのを認め

た。このため、本船の速力を約８kn に減じた。 

 本船は、約８kn の速力で北西進中、船首方からの波高約１.０ｍの

波を乗り越えて前部甲板が大きく上下に揺れた。その際、同乗者Ａ１

及び同乗者Ａ２は上方に跳ね上げられて落下し、同乗者Ａ１が甲板に臀
でん

部を、同乗者Ａ２が甲板に右脚太腿
もも

部を打った。 

 船長は、同乗者Ａ２が同乗者Ａ１の介抱に当たっているのを見て、主

機操縦レバーを中立の位置として前部甲板に向かい、負傷状況を確認

した。 

 船長は、本船が帰航中、１１９番通報した。 

 同乗者Ａ１は、救急車で病院に搬送され、第１２胸椎
つい

圧迫骨折及び

第１腰椎圧迫骨折と診断された。 

 船長は、同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２が前部甲板に座っていることを

知っていたが、これまで同程度の海象中で、船体動揺による乗船者の

事故がなかったので、同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２に船体中央より後方の

位置に移動するよう指示していなかった。 

分析 (1) 本船は、波高約１.０ｍの向かい波の中を航行したことから、前

部甲板の上下の揺れが大きくなったものと考えられる。 

(2) 船長は、自身の経験から、本事故当時の波による前部甲板の上

下の揺れでは乗船者が負傷することはないものと楽観的に判断

し、前部甲板に座っていた同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２に対して船体

中央より後方の位置に移動するよう指示しなかったものと考えら

れる。このことから、乗船者の安全に万全を尽くす必要のある船

長として、安全意識が低かったものと考えられる。 

(3) 同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２は、遊漁船業を営んでおり、これまで

の業務経験から本事故当時の波による前部甲板の上下の揺れでは

負傷しないと楽観的に考え、また、船体動揺による身体への衝撃

を体感し今後の安全な遊漁船業に役立てようとしていたものと考

えられる。このため、前部甲板に座っていたものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船が航行中、前部甲板に座っていた同乗者Ａ１

及び同乗者Ａ２が上方に跳ね上げられて落下し、同乗者Ａ１が甲板

に臀部を打って負傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が波高約１.０ｍの向かい波の中を航行中、船長が

前部甲板に座っていた同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２を船体中央より後方に

移動させなかったため、船首方から波を受けて前部甲板が大きく上下

に揺れた際、同乗者Ａ１及び同乗者Ａ２が上方に跳ね上げられて落下

し、同乗者Ａ１が甲板に臀部を打ったことにより発生したものと考え

られる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、



次のことが考えられる。 

 ・小型船舶の船長は、向かい波の状態で航行中に前部甲板が大きく

上下に揺れる兆候が認められた場合には、速力を落とし、乗船者

に注意を促すとともに、乗船者を動揺が比較的小さい船体中央よ

りも後方に移動させること。（運輸安全委員会ダイジェスト*1及び

地方分析集*2参照） 

 ・船長は、事故発生時、速やかに海上保安庁へ通報すること。 

 

 
*1 運輸安全委員会ダイジェスト第３５号「小型旅客船の安全運航に向けて～ドンッ！腰が痛い！小型旅客船にお

ける旅客の脊
せき

椎骨折事故の防止のために～」 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/pdf/jtsbdi-No35_all.pdf 

運輸安全委員会ダイジェスト第４１号「遊漁船の安全運航に向けて～釣り客の脊椎骨折等事故の防止のために

～」 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/pdf/jtsbdi-No41_all.pdf 
*2 地方版分析集「遊漁船・瀬渡船の事故防止のために！」 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/localanalysis/04kobe/20210727kbanalysis.pdf 


